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田中康夫の

141

「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
Ｗ
Ｐ
」
電
子
版

で
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ

ス
副
編
集
長
の
署
名
原
稿
「Israeli 

officials are grow
ing concerned 

イ
ス
ラ
エ
ル
当
局
は
懸
念
を
強
め
て
い

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
両
大
統
領
の

元
で
第
59
代
海
軍
長
官
を
務
め
た
ポ
ー

ル
・
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
の
子
息
で
す
。

　

明
確
な
終
結
点
を
定
め
ず
に
ガ
ザ
及

び
ベ
イ
ル
ー
ト
で
爆
撃
を
続
け
る
ベ
ン

ヤ
ミ
ン
・
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
に
は
懐
疑

的
な
れ
ど
「
現
政
権
に
取
っ
て
代
わ
る

人
物
は
国
内
に
見
当
た
ら
ず
」
と
吐
露

す
る
複
数
の
同
国
高
官
と
の
電
話
会
談

で
、「
イ
ラ
ン
政
権
打
倒
が
唯
一
の
最

終
目
標
に
非
ず
。
主
要
軍
事
目
標
が
排

除
さ
れ
れ
ば
、
彼
ら
が
降
伏
せ
ず
と
も

我
が
国
の
立
場
は
達
成
」
の
見
解
を
引

き
出
し
た
彼
は
、「
イ
ラ
ン
国
民
の
自

由
で
近
代
的
生
活
へ
の
切
望
に
応
え
る

新
生
イ
ラ
ン
を
創
出
す
べ
く
現
イ
ラ
ン

政
権
壊
滅
を
、
と
豪
語
す
る
第
47
代
ド

ナ
ル
ド
･
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
は
「
崇

高
な
る
目
標
」
達
成
の
具
体
的
構
想
が

見
当
た
ら
ず
」
と
一
刀
両
断
。

　

Ｃ
Ｉ
Ａ
中
央
情
報
局
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
国
家

安
全
保
障
局
を
筆
頭
に
全
米
18
の
情
報

機
関
が
「
核
爆
弾
開
発
能
力
を
現
時
点

で
イ
ラ
ン
は
持
ち
合
わ
せ
ず
」
と
報
告

し
た
に
も
拘
ら
ず
、
連
中
は
僅
か
２
週

間
で
核
爆
弾
10
発
を
製
造
可
能
と
の
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
の
甘か
ん
げ
ん言

に
唆
そ
そ
の
かさ

れ
た
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
。
国
際
法
違
反
な
「
宣
戦

布
告
」
な
き
対
イ
ラ
ン
軍
事
作
戦
に
抗

議
し
て
辞
任
の
ジ
ョ
ー
・
ケ
ン
ト
Ｎ
Ｃ

Ｔ
Ｃ
国
家
テ
ロ
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長
に

留
ま
ら
ず
、
初
代
セ
ン
タ
ー
長
の
ジ
ョ

ン
・
ブ
レ
ナ
ン
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
長
官
も「
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
嘘
を
吐
い
て
い
る
」
と
ニ

ュ
ー
ス
専
門
局
Ｍ
Ｓ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ
で
諫か
ん

言げ
ん

。

　

真
珠
湾
奇
襲
攻
撃
か
ら
学
ん
だ
ぜ
と

第Ｊ

Ａ

Ｐ

・

Ｐ

Ｍ

１
０
５
代
内
閣
総
理
大
臣
に
高
言
し

た
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
皮
肉
に
も
、
先
の

大
戦
の
敗
因
だ
っ
た
劣
悪
な
大
日
本
帝

國
の
兵へ
い
た
ん站
＝
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
も

踏
襲
。１ア

メ

リ

カ

発
６
億
円
の
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
Ｐ

Ａ
Ｃ
│
３
Ｍ
Ｓ
Ｅ
と
１
イ

ラ

ン

機
５
０
０
万
円

の
シ
ャ
ヘ
ド
１
３
６
自
爆
ド
ロ
ー
ン
。

そ
の
「
コ
ス
ト
非
対
称
性
」
に
慄お
の
のき
、

１
発
４
０
０
万
円
の
レ
ー
ザ
ー
誘
導
ロ

ケ
ッ
ト
弾
Ａ
Ｐ
Ｋ
Ｗ
Ｓ
を
投
入
す
る
も
、

Ｊ
・
Ｄ
・
ヴ
ァ
ン
ス
副
大
統
領
が
予か
ね

て

よ
り
懸
念
の
「
製も
の
づ
く
り

造
基
盤
空
洞
化
」
で
、

爆
薬
を
充
填
可
能
な
施
設
は
ア
イ
オ
ワ

陸
軍
弾
薬
工
場
の
み
。
更
に
は
ト
ラ
ブ

ル
続
出
の
空
母
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
Ｒ
・
フ

ォ
ー
ド
で
発
生
し
た
火
災
で
乗
員
６
０

０
名
の
寝
床
を
喪
失
。
戦
線
離
脱
し
クギ

レリ

タシ

ャ島
で
鋭
意
補
修
の
後
手
後
手
。

「
３
・
11
」
直
後
に
多
く
の
駐
日
大
使

が
離
日
す
る
中
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム

共
和
国
大
使
と
し
て
防
衛
大
臣
を
歴
任

の
小
野
寺
五い
つ
の
り典
自
由
民
主
党
税
制
調

査
会
長
選
挙
区
の
南
三
陸
町
で
の
炊
き

出
し
に
参
加
し
、『
イ
ラ
ン
と
日
本
』

を
一
昨
年
に
上じ
ょ
う
し梓
の
セ
イ
エ
ド
・
ア
ッ

バ
ス
・
ア
ラ
グ
チ
外
務
大
臣
は
カ
タ
ー

ル
の
衛
星
Ｔ
Ｖ
局
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
で

直
言
。「
我
々
に
無
条
件
降
伏
を
要
求

し
て
い
た
両
国
は
自
ら
の
判
断
ミ
ス
で

泥ぬ
か
る
み濘
に
追ス

タ

ッ

ク

い
詰
め
ら
れ
、
今
や
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
の
通
航
再
開
に
向
け
て
彼
ら
の

ラチ

ャ

イ

ナ

イ
バ
ル
国
に
さ
え
助
け
を
求
め
て
い

る
。
私
た
ち
は
単
な
る
『
停
戦
』
で
な

く
、
彼
ら
が
始
め
た
戦
争
の
完
全
か
つ

恒
久
的
な
終
結
を
望
ん
で
い
る
」。

　

14
年
前
の
２
月
10
日
に
都
知
事
会
見

で
石
原
慎
太
郎
氏
は
「
湾
岸
戦
争
時
も

イ
ラ
ン
は
、
特
別
の
信
号
を
発
信
す
る

日
本
の
タ
ン
カ
ー
を
攻
撃
し
な
か
っ
た
。

ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
が
実
質
支
配
す

る
ア
メ
リ
カ
の
妾め
か
け
じ
ゃ
い
け
な
い
ん

だ
」
と
発
言
。
１
９
８
９
年
の
盛
田
昭

夫
氏
と
の
共
著
『
Ｎ
Ｏ
と
言
え
る
日

本
』
副
題
は
「
新
日
米
関
係
の
方カ
ー
ド策
」。

　

東
京
五
輪
開
催
を
契
機
に
海
外
旅
行

が
自
由
化
さ
れ
た
１
９
６
４
年
に
雄
飛

し
た
高
田
賢ケ
ン
ゾ
ー三
氏
が
パ
リ
２
区
で
開

い
た
の
は
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｌ
Ｅ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
」。

今
で
は
「
差コ
レ
ク
ト
ネ
ス

別
用
語
」
の
妾
・
Ｊ
Ａ
Ｐ

を
敢
え
て
用
い
た
両
氏
の
、「
媚
米
・

屈
米
」
の
卑シ
ャ
ビ
ー

し
い
名
誉
白
人
に
非あ
ら

ざ
る

日
本
人
の
「
し
な
や
か
な
是
々
非
々
」

の
矜き
ょ
う
じ持
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
す
ま
い
か
。

る
」
掲
載
は
、
オ
マ
ー
ン
の
仲
介
で
核

問
題
を
巡
る
３
回
目
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
交

渉
直
後
の
「
テ
ヘ
ラ
ン
奇
襲
攻
撃
」
か

ら
10
日
目
の
３
月
９
日
。
筆
者
は
第
36

代
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
第
37
代

★
次
号
５
月
号
の
発
行
日
は
４
月
24
日（
金
）で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ＪＡＰ 名誉白人」


